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論 文 内容の要 1:::. 
国

二体の束縛状態を相対論的に取扱う場合の基礎方程式は，ベーテ，サノレピー夕方程式である。乙の

方程式は，二体にはたらく力の範囲が短いときには，全く解かれていなかった。本論文では，方程式

を，フレードホ lレム型同次積分方程式に変換し，さらに無限大の困難を， くりこみの処法に似た方法

で解決して，固有値及び固有関数を求めた。

束縛エネノレギーと結合定数の関係は，特に興味があるので，電子計算機をつかって計算し，特に重

水素の原子核への応用の可能性について， くわしくしらべたり

この方程式は，非相対論的近似では，シユレーディンガ一方程式になる口本論文で行なった近似や，

発散の処理の方法などを，非相対論的極限で検討し，それらの正当性を，明らかにしたD

論文の審査結果の要旨

相互作用のあるこ粒子系の束縛状態を相対論的に取扱う基礎方程式は特殊な場合以外は全く解かれ

ていなかった。本論文は相互作用の力の範囲が短い場合に，これをフレードホノレム型の同次積分方程

式に変換し，その解法を示した。特にそれを解く際に従来難点とされていた無限大の困難を，量子電

気力学におけるくりこみ法に似た処法で解決し得る乙とを示したもので，この種の問題の取扱い法に

貢献し，各方面への具体的適用の途を拓く上に寄与すると認められる口
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